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12若
年
層
を
中
心
に
高
ま
る
日
本
型
雇
用
慣
行
の
評
価

　

低
迷
す
る
経
済
環
境
を
背
景
に
、
雇
用
や

労
働
条
件
を
め
ぐ
る
将
来
的
な
不
透
明
感
が

増
す
な
か
、若
年
層
を
中
心
に
、「
終
身
雇
用
」

な
ど
い
わ
ゆ
る
日
本
型
雇
用
慣
行
に
対
す
る

支
持
が
高
ま
っ
て
い
る
―
―
こ
ん
な
調
査
結

果
が
当
機
構
の
「
第
六
回
勤
労
生
活
に
関
す

る
調
査
」
で
わ
か
っ
た
。
調
査
は
、
勤
労
生

活
に
関
す
る
意
識
を
把
握
す
る
た
め
、
終
身

雇
用
や
年
功
賃
金
な
ど
の
日
本
型
雇
用
慣
行

や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
職
業
生
活
に
つ
い

て
の
意
識
と
と
も
に
、
生
活
満
足
度
や
社
会

の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
多
様
な
側
面
の
意
識
に

つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
一
九
九
九
年
か
ら
調

査
を
は
じ
め
、
今
回
で
六
回
目
（
一
九
九
九

年
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇

四
年
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
一
年
／
今
回
）。

全
国
の
二
〇
歳
以
上
の
男
女
四
〇
〇
〇
人
を

対
象
に
訪
問
面
接
調
査
を
行
い
（
二
〇
一
一

年
一
一
月
二
三
日
～
一
二
月
一
八
日
）、
二

二
六
四
人
か
ら
の
回
答
を
得
て
い
る
（
有
効

回
収
率
五
六
・
六
％
）。
以
下
、
調
査
の
概

要
を
紹
介
す
る
。

日
本
型
雇
用
慣
行
の
評
価

　

ま
ず
、日
本
型
雇
用
慣
行
を
構
成
す
る「
終

身
雇
用
」「
年
功
賃
金
」「
組
織
と
の
一
体
感
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
く
ら
い
の
支

持
割
合
（「
良
い
こ
と
だ
と
思
う
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
良
い
こ
と
だ
と
思
う
」
の
合
計
、

以
下
同
じ
）が
あ
る
の
か
見
て
み
よ
う
。「
終

身
雇
用
」（
一
つ
の
企
業
に
定
年
ま
で
勤
め
る

日
本
的
な
終
身
雇
用
）
を
支
持
す
る
割
合
は
、

調
査
初
回
の
一
九
九
九
年
に
七
二
・
三
％
と

七
割
を
超
え
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
七

七
・
五
％
に
ア
ッ
プ
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇

一
年
（
七
六
・
一
％
）
に
一
度
若
干
低
下
し

て
か
ら
再
び
上
昇
に
転
じ
、二
〇
一
一
年（
今

回
調
査
）
で
は
八
七
・
五
％
と
高
い
支
持
率

と
な
っ
た
。「
組
織
と
の
一
体
感
」（
会
社
や

職
場
へ
の
一
体
感
を
持
つ
こ
と
）
に
つ
い
て

も
、
二
〇
〇
四
年
（
七
七
・
八
％
）
に
若
干

低
下
し
た
後
、
上
昇
を
続
け
、
今
回
調
査
で

は
八
八
・
一
％
と
約
九
割
の
支
持
率
を
示
し

て
い
る
。
賃
金
に
関
す
る
項
目
で
も
、「
年
功

賃
金
」（
勤
続
年
数
と
と
も
に
給
与
が
増
え
て

い
く
日
本
的
な
年
功
賃
金
）
を
支
持
す
る
割

合
が
、
調
査
開
始
以
来
一
貫
し
て
上
昇
を
続

け
て
お
り
、
今
回
調
査
で
は
七
四
・
五
％
。

調
査
を
開
始
し
た
一
九
九
九
年
以
降
、
い
わ

ゆ
る
日
本
型
雇
用
慣
行
を
あ
ら
わ
す
項
目
に

対
す
る
支
持
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
（
図
表

１
）。

　
「
終
身
雇
用
」を
支
持
す
る
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
歳
代
、
三
〇

歳
代
の
若
年
層
（
そ
れ
ぞ
れ
、
八
四
・
六
％
、

八
六
・
四
％
）
よ
り
も
、
六
〇
歳
以
上
（
六

〇
歳
代
八
九
・
八
％
、
七
〇
歳
以
上
八
八
・

七
％
）
で
、
若
干
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
す
べ
て
の
年
齢
階
層
で
八
割
を
超

え
、
差
が
五
ポ
イ
ン
ト
程
度
に
収
ま
っ
て
お

り
、
年
齢
階
層
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
（
二
〇
一
一
年
調
査
）。
時
系
列

に
年
齢
階
層
別
の
割
合
を
み
る
と
、
前
々
回

（
二
〇
〇
四
年
調
査
）
ま
で
は
、
年
代
が
上

が
る
に
従
っ
て
、「
終
身
雇
用
」
を
支
持
す
る

割
合
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、前
回（
二

〇
〇
七
年
調
査
）
で
、
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳

代
の
若
年
層
で
「
終
身
雇
用
」
を
支
持
す
る

割
合
が
と
も
に
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
伸
び
て
、

す
べ
て
の
階
層
で
八
割
を
超
え
、
年
齢
階
層

別
の
差
は
急
激
に
小
さ
く
な
っ
た
。
今
回
調

査
で
は
、
さ
ら
に
年
齢
階
層
別
の
差
が
縮
ま

っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

　
「
年
功
賃
金
」を
支
持
す
る
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
歳
代
、
三
〇

歳
代
の
若
年
層
（
そ
れ
ぞ
れ
、
七
四
・
五
％
、

七
三
・
一
％
）
と
比
べ
て
、六
〇
歳
以
上
（
六

〇
歳
代
七
五
・
五
％
、
七
〇
歳
以
上
八
〇
・

二
％
）
の
割
合
が
わ
ず
か
に
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
に
従
っ
て
、
支

持
割
合
が
高
ま
る
と
い
う
明
確
な
関
係
は
み

ら
れ
な
い
（
二
〇
一
一
年
調
査
）。
こ
れ
を

時
系
列
で
み
る
と
、「
終
身
雇
用
」
と
同
様
に
、

前
々
回
調
査
（
二
〇
〇
四
年
）
ま
で
は
、
年

代
が
上
が
る
に
従
っ
て
「
年
功
賃
金
」
の
支

持
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、前
回
調
査（
二

〇
〇
七
年
）
で
、
二
〇
歳
代
の
支
持
割
合
が

約
二
〇
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く
伸
び
、
ま
た
今

若
年
層
を
中
心
に
高
ま
る
日
本
型
雇
用
慣
行
の
評
価

―
第
６
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査

調
査
・
解
析
部
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図表１　日本型雇用慣行の支持割合

※終身雇用、組織との一体感、年功賃金：「良いことだと思う」「どちらかといえば良いことだと思う」の合計
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回
調
査
（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、
三
〇
歳
代

で
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
、
年
齢
階
層
に

関
わ
り
な
く
、
七
～
八
割
の
高
い
支
持
割
合

と
な
っ
た
（
図
表
３
）。

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
の
意
識

　

望
ま
し
い
職
業
キ
ャ
リ
ア
を
一
つ
選
択
す

る
問
で
は
、「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」（「
一
つ
の

企
業
に
長
く
勤
め
、
だ
ん
だ
ん
管
理
的
な
地

位
に
な
っ
て
い
く
コ
ー
ス
」「
一
つ
の
企
業
に

長
く
勤
め
、
あ
る
仕
事
の
専
門
家
に
な
る
コ

ー
ス
」
の
合
計
）
の
割
合
が
一
九
九
九
年
の

調
査
開
始
以
来
、
一
貫
し
て
高
く
、
ゆ
る
や

か
な
上
昇
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
今
回
調
査

で
は
五
〇
・
三
％
と
過
半
数
に
達
し
て
い
る
。

次
い
で
、「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」（「
い
く
つ

か
の
企
業
を
経
験
し
て
、
だ
ん
だ
ん
管
理
的

な
地
位
に
な
っ
て
い
く
コ
ー
ス
」「
い
く
つ
か

の
企
業
を
経
験
し
て
、
あ
る
仕
事
の
専
門
家

に
な
る
コ
ー
ス
」
の
合
計
）
が
二
四
・
四
％

と
な
っ
て
お
り
、
一
九
九
九
年
か
ら
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
一
年
か

ら
わ
ず
か
に
低
下
傾
向
が
出
て
い
る
。「
独

立
自
営
キ
ャ
リ
ア
」（「
最
初
は
雇
わ
れ
て
働

き
、
後
に
独
立
し
て
仕
事
を
す
る
コ
ー
ス
」

「
最
初
か
ら
独
立

し
て
仕
事
を
す
る

コ
ー
ス
」の
合
計
）

の
割
合
は
調
査
開

始
以
来
、
下
降
傾

向
を
示
し
て
お
り
、

今
回
調
査
で
は
約

一
割
（
一
一
・
三

％
）
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
４
）。

　
「
一
企
業
キ
ャ

リ
ア
」
を
選
択
し

た
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
時

系
列
で
み
る
と
、

前
回
調
査
（
二
〇

〇
七
年
）
ま
で
は
、

若
年
層
よ
り
も
六

〇
歳
以
上
の
高
齢

者
で
「
一
企
業
キ

ャ
リ
ア
」
の
割
合

が
若
干
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
し

か
し
前
回
調
査
か

ら
、
二
〇
歳
代
で

「
一
企
業
キ
ャ
リ

ア
」
を
志
向
す
る

割
合
が
大
き
く
伸

び
、今
回
調
査（
二

〇
一
一
年
）
で
は

一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
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図表４　望ましいキャリア形成

※１企業キャリア：�「1つの企業に長く勤め、だんだん管理的な地位になっていくコース」「1つの企業に長く勤め、ある仕事の
専門家になるコース」の合計

複数企業キャリア：�「いくつかの企業を経験して、だんだん管理的な地位になっていくコース」「いくつかの企業を経験して、
ある仕事の専門家になるコース」の合計

独立自営キャリア：�「最初は雇われて働き、後に独立して仕事をするコース」「最初から独立して仕事をするコース」の合計

図表２

終身雇用 （%）

調査年 1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年

全　体 72.3 77.5 76.1 78.0 86.1 87.5

20 － 29 歳

30 － 39 歳

40 － 49 歳

50 － 59 歳

60 － 69 歳

70 歳以上
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図表３

年功賃金 （%）

調査年 1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年

全　体 60.8 61.8 62.3 66.7 71.9 74.5

20 － 29 歳

30 － 39 歳

40 － 49 歳

50 － 59 歳

60 － 69 歳

70 歳以上

56.2

56.8

55.3

60.2

66.9

73.0

54.5
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図表５

１企業キャリア （%）

調査年 1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年

全　体 40.5 44.6 40.5 42.9 49.0 50.3

20 － 29 歳

30 － 39 歳

40 － 49 歳

50 － 59 歳

60 － 69 歳

70 歳以上
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上
の
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特

徴
で
、
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
ら
ぶ
高

水
準
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
５
）。

　

一
方
、「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
を
選
ん
だ

割
合
は
、
前
回
調
査
（
二
〇
〇
七
年
）
ま
で
、

「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
逆
に
、
年
齢
階

層
が
若
い
ほ
ど
高
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
調
査
（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、

二
〇
歳
代
で
「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
の
選

択
割
合
が
約
一
五
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く
ダ
ウ

ン
し
て
い
る
の
が
め
だ
ち
、
若
い
ほ
ど
「
複

数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
志
向
と
い
う
色
彩
が
薄

ま
っ
て
い
る
。

　

全
体
的
に
み
て
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ

ど
「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
志
向
の
割
合
が
高

ま
り
、「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
志
向
の
割
合

が
低
く
な
る
基
調
は
調
査
開
始
以
来
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
二
〇
歳
代
で
「
複
数
企
業
キ

ャ
リ
ア
」
で
は
な
く
「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」

を
志
向
す
る
割
合
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る

（
図
表
６
）。

望
ま
し
い
分
配
原
理

　

ど
の
よ
う
な
人
が
社
会
的
地
位
や
経
済
的

豊
か
さ
を
得
る
の
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
分

配
の
原
理
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
努
力

原
理
」（
努
力
し
た
人
ほ
ど
多
く
得
る
の
が
望

ま
し
い
）
と
「
実
績
原
理
」（
実
績
を
あ
げ
た

人
ほ
ど
多
く
得
る
の
が
望
ま
し
い
）
を
支
持

す
る
割
合（「
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思
う
」

の
合
計
、
以
下
同
じ
）
が
一
貫
し
て
八
割
前

後
と
高
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
今
回
調
査

で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
八
八
・
五
％
、
八
四
・
一

％
と
な
っ
て
い
る
。「
必
要
原
理
」（
必
要
と

し
て
い
る
人
が
必
要
な
だ
け
得
る
の
が
望
ま

し
い
）
の
支
持
割
合
は
三
割
前
後
で
推
移
し
、

「
平
等
原
理
」（
誰
で
も
同
じ
く
ら
い
に
得
る

の
が
望
ま
し
い
）
を
支
持
す
る
割
合
は
二
割

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
と
も
に
相
対
的
に

低
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
〇

四
年
以
降
で
は
わ
ず
か
に
上
昇
傾
向
が
み
ら

れ
る
（
図
表
７
）。

　
「
実
績
原
理
」
の
支
持
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
調
査
開
始
以
来
、

ほ
ぼ
年
齢
階
層
が
若
い
ほ
ど
、「
実
績
原
理
」

支
持
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

「
努
力
原
理
」
の
支
持
割
合
を
み
る
と
、
二

〇
〇
〇
年
調
査
ま
で
は
、
年
齢
階
層
が
高
い

方
で
支
持
割
合
が
高
い
傾
向
を
示
し
て
い
た

が
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
四
年
調
査
で
は

年
齢
階
層
に
よ
る
違
い
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、

二
〇
〇
七
年
調
査
か
ら
は
、
五
〇
歳
代
以
降

の
高
支
持
率
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
若
い

年
齢
階
層
で
「
努
力
原
理
」
の
支
持
割
合
が

高
ま
っ
て
い
る
の
が
め
だ
つ
。

　

二
〇
歳
代
に
絞
っ
て
み
る
と
、
前
回
調
査

（
二
〇
〇
七
年
）
で
は
、「
実
績
原
理
」
の
支

持
率
は
九
二
・
三
％
で
、「
努
力
原
理
」
は
九

〇
・
三
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
調
査

で
は
、「
実
績
原
理
」
が
八
七
・
八
％
で
、「
努

力
原
理
」
が
九
二
・
六
％
と
、
支
持
割
合
が

逆
転
し
て
い
る
。

　
「
必
要
原
理
」
の
支
持
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
〇
四
年
調
査

ま
で
は
、
年
齢
階
層
の
高
い
方
が
数
ポ
イ
ン

ト
高
い
程
度
で
、
年
齢
階
層
に
よ
る
違
い
が

ほ
ぼ
な
い
が
、
二
〇
〇
七
年
調
査
か
ら
二
〇

歳
代
の
支
持
割
合
の
伸
び
が
大
き
く
、
二
〇

〇
七
年
、
二
〇
一
一
年
と
続
け
て
、
各
年
齢

階
層
で
も
っ
と
も
高
い
支
持
率
を
示
し
て
い

る
。

　
「
平
等
原
理
」
の
支
持
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
調
査
開
始
以
来
、

六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
で
の
支

持
割
合
が
他
の
年
齢
階
層
に
比
べ
て
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。
他
の
若
年
・
壮
年
階

層
の
支
持
率
も
徐
々
に
高
く
な
っ
て
お
り
、

今
回
調
査
で
は
、
二
〇
歳
代
が
若
年
・
壮
年

層
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
支
持
割
合
が
高
く

な
っ
た
。

　

二
〇
歳
代
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
、
変

わ
ら
ず
「
実
績
原
理
」
に
対
す
る
支
持
は
強

い
も
の
の
、
や
や
陰
り
が
み
ら
れ
、「
努
力
原

理
」
に
軸
足
が
移
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
必
要
原

理
」「
平
等
原
理
」
と
い
っ
た
、
比
較
的
年
齢

の
高
い
方
が
支
持
率
が
高
い
と
思
わ
れ
る
原

理
に
つ
い
て
も
、
二
〇
歳
代
を
中
心
に
若
年

層
の
支
持
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
的
だ
。
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83.0 83.8 83.9 84.1 

84.2 83.7 83.8 86.9 88.6 88.5 

30.6 29.8 32.5 29.8 31.7 35.4 

19.6 18.0 19.7 18.0 20.7 22.9 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 
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実績原理 努力原理 必要原理 平等原理

図表７　分配原理

図表６

複数企業キャリア （%）

調査年 1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年

全　体 23.9 21.9 26.2 26.1 24.6 24.4

20 － 29 歳

30 － 39 歳

40 － 49 歳

50 － 59 歳

60 － 69 歳

70 歳以上
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仕
事
満
足
度

　

待
遇
や
能
力
発
揮
、
責
任
権
限
な
ど
の
項

目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
満
足
度
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
満
足
し
て
い
る
割
合
（「
満
足
し
て

い
る
」「
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」
の
合
計
、
以

下
同
じ
）
が
も
っ
と
も
高
い
の
は
「
自
分
の

能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
」こ
と
の
六
九
・

三
％
で
、
次
い
で
「
責
任
を
任
さ
れ
て
い
る

範
囲
が
広
い
」（
六
三
・
七
％
）、「
仕
事
に
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
」（
五
四
・
二
％
）、

「
努
力
に
見
合
っ
た
待
遇
が
得
ら
れ
る
」（
五

三
・
六
％
）
の
順
。「
自
分
の
能
力
が
十
分

に
発
揮
で
き
る
」
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
四
年

以
降
、
上
昇
傾
向
を
示
し
、
今
回
調
査
で
は

七
割
に
迫
っ
て
い
る
。
一
方
、「
努
力
に
見
合

っ
た
待
遇
が
得
ら
れ
る
」
や
「
仕
事
に
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
」
は
、
五
割
前
後
で

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
（
図
表
８
）。

　
「
自
分
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
」

こ
と
に
満
足
し
て
い
る
人
を
年
齢
階
層
別
に

み
る
と
、
前
回
調
査
（
二
〇
〇
七
年
）
ま
で

は
、
ほ
ぼ
年
齢
階
層
が
上
が
る
に
従
っ
て
満

足
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
調

査
で
は
、
二
〇
歳
代
の
伸
び
が
大
き
く
、
調

査
開
始
以
来
、
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
六

〇
歳
以
上
の
層
と
同
じ
七
割
台
を
示
し
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
だ
。「
責
任
を
任
さ
れ

て
い
る
範
囲
が
広
い
」
こ
と
に
満
足
し
て
い

る
人
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
で
、
前

回
調
査
ま
で
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
に
従
っ

て
、
満
足
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
た
が
、

今
回
調
査
で
、
二
〇
歳
代
の
伸
び
が
大
き
く
、

六
〇
歳
以
上
の
高
齢
層
と
同
じ
レ
ベ
ル
を
示

し
て
い
る
の
が
め
だ
つ
。「
仕
事
に
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇

〇
四
年
調
査
ま
で
、
年
齢
階
層
に
よ
る
違
い

が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
前
回
調
査

で
、
若
年
・
壮
年
層
の
満
足
の
割
合
が
中
高

年
・
高
齢
者
層
に
比
べ
て
、
若
干
高
く
な
っ

て
お
り
、
今
回
調
査
で
は
、
二
〇
歳
代
の
満

足
の
割
合
が
他
の
年
齢
階
層
を
一
〇
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
引
き
離
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。「
努

力
に
見
合
っ
た
処
遇
が
得
ら
れ
る
」
に
つ
い

て
は
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
以
上
で
満
足
の

割
合
が
高
く
、
そ
の
他
の
若
年
や
中
高
年
で

は
、
満
足
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
こ

の
傾
向
は
、
時
系
列
的
に
見
て
も
、
ほ
ぼ
同

様
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

フ
リ
ー
タ
ー
観

　

い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
働
き
方
と
考
え
て
い
る
の
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
生
活
を
不
安
定
に
す
る
働
き
方
で

あ
る
」
と
考
え
る
割
合
（「
そ
う
思
う
」「
ま

あ
そ
う
思
う
」
の
合
計
、
以
下
同
じ
）
が
八

割
を
超
え
（
八
四
・
〇
％
）、「
自
由
で
多
様

な
働
き
方
で
あ
る
」
と
す
る
割
合
（
三
〇
・

五
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
調
査
開

始
以
降
の
動
き
を
み
る
と
、「
生
活
を
不
安
定

に
す
る
働
き
方
で
あ
る
」
が
八
割
前
後
で
推

移
し
、
三
割
前
後
の
「
自
由
で
多
様
な
働
き

方
で
あ
る
」
を
一
貫
し
て
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
（
図
表
９
）。

　

こ
れ
を
、
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、「
自
由

で
多
様
な
働
き
方
で
あ
る
」
と
考
え
る
人
は
、

二
〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
に
多
く
、
今
回
調
査

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
七
・
三
％
、
三
八
・
三

％
で
、
他
の
年
齢
階
層
は
す
べ
て
二
割
台
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
時
系
列
的
に
見
る
と
、

調
査
開
始
以
来
、
お
お
む
ね
年
齢
階
層
が
若

い
ほ
ど
「
自
由
で
多
様
な
働
き
方
で
あ
る
」

と
す
る
割
合
が
高
い
傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
、
細
か
く
見
る
と
二
〇
歳
代
で
は
二

〇
〇
七
年
の
前
回
調
査
（
四
九
・
〇
％
）
よ

り
若
干
低
い
四
七
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、他

の
す
べ
て
の
階
層
が
数
ポ
イ
ン
ト
上
積
み
し

た
の
と
比
べ
て
対
照
的
な
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、「
生
活
を
不
安
定
に
す
る
働
き
方
で

あ
る
」
と
考
え
る
割
合
は
、
調
査
開
始
以
来
、

ど
の
年
齢
階
層
で
も
七
～
八
割
の
高
い
水
準

で
、
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
で
他
の
年
齢
階

層
よ
り
若
干
支
持
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る

傾
向
も
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

階
層
意
識
・
社
会
意
識

　

自
分
が
日
本
の
社
会
階
層
で
ど
の
階
層
に

入
る
と
思
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
調
査
開
始

以
来
一
貫
し
て
、
約
九
割
と
高
い
割
合
の
人

が
自
分
は
「
中
」（「
中
の
上
」「
中
の
中
」「
中

の
下
」
の
合
計
）
の
階
層
に
属
す
る
と
回
答

し
て
お
り
、
今
回
調
査
で
は
九
〇
・
二
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的
公
平
に
つ
い

て
は
、「
不
公
平
感
」（「
公
平
で
な
い
」「
あ
ま

り
公
平
で
な
い
」
の
合
計
）
を
感
じ
る
割
合

が
、
調
査
開
始
以
来
、
七
割
前
後
で
推
移
し

て
お
り
、
今
回
調
査
で
は
七
三
・
七
％
と
な

っ
て
い
る
（
図
表
10
）。
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図表８　仕事満足度

※「満足している」「まあ満足している」の合計
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※「そう思う」「まあそう思う」の合計（この項目については、2000 年調査から継続調査している）
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階
層
意
識
に
つ
い
て
、
年
齢
階
層
別
に
み

る
と
、「
中
」
流
だ
と
考
え
る
人
が
年
齢
階
層

に
か
か
わ
り
な
く
八
～
九
割
の
高
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
た
だ
、
細
か
く
み
る
と
、
二
〇

歳
代
、
三
〇
歳
代
の
若
年
者
と
七
〇
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
が
八
割
台
で
、
四
〇
歳
代
、

五
〇
歳
代
、
六
〇
歳
代
の
中
高
年
・
高
齢
者

は
九
割
台
と
な
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
で
は
あ

る
が
年
齢
階
層
に
よ
る
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　

社
会
的
「
不
公
平
感
」
に
つ
い
て
は
、
七

〇
歳
以
上
で
、
不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
人

が
若
干
少
な
い
ほ
か
は
、
あ
ま
り
年
齢
階
層

に
よ
る
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
時
系
列
的
に

み
る
と
、二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代
の
若
年
・

中
高
年
で
は
、
調
査
を
始
め
て
か
ら
一
貫
し

て
、
不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
水

準
で
推
移
し
て
い
る
が
、
六
〇
歳
代
、
七
〇

歳
以
上
の
高
齢
層
は
、
調
査
開
始
か
ら
徐
々

に
割
合
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
の
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。

日
本
が
め
ざ
す
べ
き
社
会

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
が
め
ざ
す
べ
き
社
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
貧
富
の

差
の
少
な
い
平
等
社
会
」
を
選
ぶ
割
合
が
三

八
・
六
％
で
、「
意
欲
や
能
力
に
応
じ
自
由
に

競
争
で
き
る
社
会
」
の
三
四
・
一
％
を
上
回

っ
た
。
調
査
開
始
以
来
の
推
移
を
み
る
と
、

二
〇
〇
四
年
ま
で
は
「
意
欲
や
能
力
に
応
じ

自
由
に
競
争
で
き
る
社
会
」
を
選
択
す
る
割

合
が「
貧
富
の
差
の
少
な
い
平
等
社
会
」を
一

〇
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
回
っ
て
い
た
が
、
前
回

調
査
（
二
〇
〇
七
年
）
で
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以

上
の
差
で
逆
転
し
、
今
回
調
査
で
は
順
位
は

そ
の
ま
ま
で
差
が
縮
ま
っ
て
い
る（
図
表
11
）。

　
「
貧
富
の
差
の
少
な
い
平
等
社
会
」
を
支

持
す
る
割
合
を
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二

〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
の
若
年
・

壮
年
の
支
持
率
は
三
割
台
（
そ
れ
ぞ
れ
、
三

一
・
九
％
、
三
五
・
〇
％
、
三
四
・
六
％
）

で
、
中
高
年
・
高
齢
者
の
五
〇
歳
代
、
六
〇

歳
代
、七
〇
歳
以
上
の
支
持
率
は
四
割
台（
そ

れ
ぞ
れ
、
四
三
・
一
％
、
四
一
・
一
％
、
四

一
・
二
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
階
層
に

よ
る
違
い
が
み
ら
れ
る
。
時
系
列
で
み
て
も
、

水
準
の
変
動
は
あ
る
が
、
若
年
・
壮
年
層
と

中
高
年
・
高
齢
者
に
違
い
が
み
ら
れ
る
傾
向

に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
を
、
男
女
別
で
み

る
と
、
男
性
で
「
平
等
社
会
」
を
支
持
す
る

人
は
三
四
・
七
％
で
、
女
性
で
は
四
一
・
八

％
と
な
っ
て
お
り
、
性
別
に
よ
る
考
え
方
の

違
い
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
意
欲
や
能
力
に
応
じ
自
由
に
競
争
で
き

る
社
会
」
を
支
持
す
る
割
合
を
年
齢
階
層
別

に
み
る
と
、
ほ
ぼ
年
齢
階
層
が
若
い
ほ
ど
、

支
持
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
〇
歳
代

で
は
四
八
・
九
％
と
半
数
近
く
が
支
持
し
て

い
る
。
時
系
列
的
に
み
て
も
、
お
お
む
ね
こ

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
男
女
の
支
持
率
の

違
い
が
大
き
く
、
男
性
で
「
競
争
社
会
」
を

支
持
す
る
の
は
四
一
・
七
％
と
高
い
水
準
で
、

女
性
の
支
持
割
合
の
二
七
・
七
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

生
活
で
何
を
重
視
す
る
か

　

仕
事
、
収
入
、
学
歴
、
家
族
、
社
会
活
動
、

余
暇
、
財
産
に
つ
い
て
、
生
活
の
中
で
ど
の

程
度
重
視
す
る
か
も
聞
い
て
い
る
（
そ
れ
ぞ

れ
「
社
会
的
評
価
の
高
い
職
業
に
つ
く
こ

と
」「
高
い
収
入
を
得
る
こ
と
」「
高
い
学
歴
を

得
る
こ
と
」「
家
族
か
ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
る

こ
と
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町
内
会
活
動

な
ど
社
会
活
動
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
」「
趣

味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
で
中
心
的

役
割
を
担
う
こ
と
」「
多
く
の
財
産
を
所
有
す

る
こ
と
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
重
要
度
を

聞
い
て
い
る
）。

　

各
項
目
で
も
っ
と
も
重
視
す
る
人
の
割
合

（「
重
要
で
あ
る
」「
や
や
重
要
で
あ
る
」
の

合
計
、
以
下
同
じ
）
が
高
か
っ
た
の
は
、「
家

族
か
ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
る
こ
と
」で
八
九
・

六
％
。
次
い
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町

内
会
活
動
な
ど
社
会
活
動
で
力
を
発
揮
す
る

こ
と
」
が
六
五
・
三
％
、「
高
い
収
入
を
得
る
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図表10　社会意識

※中意識：「中の上」「中の中」「中の下」の合計
　不公平感：「公平でない」「あまり公平でない」の合計

32.5 
31.0 

29.0 
30.6 

43.2 

38.6 
40.9 40.1 40.9 

42.3 

31.1 34.1 

23.1 25.6 26.5 23.6 23.4 26.0 
20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

1999年 2000年 2001年 2004年 2007年 2011年

貧富の差の少ない平等社会 意欲や能力に応じ自由に競争できる社会
どちらでもない

図表11　日本が目指すべき社会

図表12　生活で何を重視するか
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こ
と
」
が
六
一
・
七
％
と
続
き
、
そ
の
ほ
か

「
多
く
の
財
産
を
所
有
す
る
こ
と
」（
三
七
・

七
％
）、「
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
サ
ー
ク

ル
で
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
」（
三
七
・
六

％
）、「
社
会
的
評
価
の
高
い
職
業
に
つ
く
こ

と
」（
三
六
・
一
％
）、「
高
い
学
歴
を
得
る
こ

と
」（
三
四
・
二
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
12
）。

　

も
っ
と
も
重
視
す
る
人
の
割
合
が
高
か
っ

た
「
家
族
の
信
頼
と
尊
敬
を
得
る
こ
と
」（
八

九
・
六
％
）
は
、
調
査
を
始
め
て
か
ら
一
貫

し
て
約
九
割
の
水
準
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

を
年
齢
階
層
別
に
み
て
も
、
大
き
な
違
い
は

な
い
が
、
細
か
く
み
る
と
三
〇
歳
代
か
ら
五

〇
歳
代
で
重
視
す
る
割
合
が
若
干
高
く
な
っ

て
い
る
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町
内
会
活
動
な

ど
社
会
活
動
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
」
を
重

視
す
る
割
合
（
六
五
・
三
％
）
は
、
調
査
を

始
め
て
か
ら
も
っ
と
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。

時
系
列
に
年
齢
階
層
別
で
み
る
と
、
四
〇
歳

代
、
五
〇
歳
代
で
「
社
会
活
動
」
を
重
視
す

る
割
合
が
高
い
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
「
高
い
収
入
を
得
る
こ
と
」
を
重
視
す
る

人
の
割
合
（
六
一
・
七
％
）
は
、
調
査
を
は

じ
め
て
か
ら
水
準
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ

な
い
。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
年
齢
階
層

が
若
く
な
る
ほ
ど
重
視
す
る
割
合
が
高
い
。

時
系
列
的
に
み
て
も
、
お
お
む
ね
こ
の
傾
向

は
同
じ
形
だ
。

　
「
多
く
の
財
産
を
所
有
す
る
こ
と
」
を
重

視
す
る
割
合
（
三
七
・
七
％
）
は
、
年
齢
階

層
別
に
み
る
と
、
お
お
む
ね
若
い
ほ
ど
重
視

す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
時
系
列
的

に
み
て
も
、
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。

　
「
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
で

中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
」
を
重
視
す
る
割

合
（
三
七
・
六
％
）
は
、
調
査
を
始
め
て
か

ら
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
時
系

列
で
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、前
回
調
査（
二

〇
〇
七
年
）
ま
で
は
、
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳

代
の
若
年
層
で
、他
の
階
層
に
比
べ「
趣
味
」

を
重
視
す
る
割
合
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た

が
、
今
回
調
査
で
は
、
年
齢
階
層
に
よ
る
違

い
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
社
会
的
評
価
の
高
い
職
業
に
つ
く
こ
と
」

を
重
視
す
る
割
合
（
三
六
・
一
％
）
は
、
調

査
を
始
め
て
か
ら
も
っ
と
も
高
い
割
合
を
示

し
て
い
る
。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
七
〇

歳
以
上
で
重
視
す
る
割
合
が
高
い
の
を
除
い

て
は
、
年
齢
階
層
が
低
い
ほ
ど
「
社
会
的
評

価
の
高
い
職
業
に
つ
く
こ
と
」
を
重
視
す
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
高
い
学
歴
を
得
る
こ
と
」
を
重
視
す
る

割
合
（
三
四
・
二
％
）
は
、
調
査
を
始
め
て

か
ら
徐
々
に
上
昇
し
て
お
り
、
今
回
調
査
ま

で
一
二
年
間
で
七
・
一
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ

て
い
る
。
大
ま
か
に
言
っ
て
若
い
ほ
ど
「
学

歴
」
を
重
視
し
て
い
な
い
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。

生
活
意
識

　

生
活
意
識
に
つ
い
て
は
、「
脱
地
位
志
向
」

（
も
っ
と
多
く
の
富
や
地
位
を
求
め
て
が
ん

ば
る
よ
り
も
、
自
分
の
納
得
の
い
く
生
活
を

送
り
た
い
）、「
脱
物
質
主
義
」（
こ
れ
か
ら
は

物
質
的
な
豊
か
さ
よ
り
も
、
心
の
豊
か
さ
や

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
に
重
き
を
お

き
た
い
と
思
う
）
を
支
持
す
る
割
合
（「
よ

く
当
て
は
ま
る
」「
や
や
当
て
は
ま
る
」
の
合

計
）
が
約
八
割
と
高
水
準
（
そ
れ
ぞ
れ
、
八

二
・
六
％
、
七
八
・
八
％
）
を
示
し
て
お
り
、

調
査
開
始
以
来
と
も
に
八
割
前
後
で
推
移
し

て
い
る
。
次
い
で
支
持
割
合
が
高
か
っ
た
の

が
「
脱
他
人
志
向
」（
他
人
が
自
分
と
異
な
っ

た
考
え
や
生
活
様
式
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

気
に
な
ら
な
い
）
で
六
〇
・
五
％
。
六
割
前

後
の
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。「
現

状
維
持
志
向
」（
も
っ
と
多
く
を
手
に
す
る
よ

り
も
、
こ
れ
ま
で
に
獲
得
し
た
も
の
を
維
持

す
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
）
を
支
持
す

る
割
合
は
五
四
・
〇
％
で
、
五
割
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。

　
「
自
己
肯
定
」（
自
分
に
は
、
仕
事
以
外
で

他
人
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
）
に
つ
い
て
は
、

調
査
開
始
以
来
四
割
前
半
で
推
移
し
て
お
り
、

今
回
調
査
で
は
四
七
・
三
％
と
若
干
上
昇
傾

向
を
示
し
て
い
る
。「
地
位
競
争
不
安
」（
ま

ご
ま
ご
し
て
い
る
と
、
他
人
に
追
い
越
さ
れ

そ
う
な
不
安
を
感
じ
る
）
が
当
て
は
ま
る
と

い
う
割
合
は
、
三
割
前
半
で
推
移
し
、
今
回

は
三
二
・
一
％
。「
地
位
喪
失
不
安
」（
う
か

う
か
し
て
い
る
と
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
に
獲

得
し
た
も
の
を
失
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
不
安

を
感
じ
る
）
に
つ
い
て
は
、
二
割
前
半
の
横

ば
い
で
推
移
し
、
今
回
調
査
で
二
三
・
七
％

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
13
）。
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・
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部
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調
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図表13　生活意識

※脱地位志向：もっと多くの富や地位を求めてがんばるよりも、自分の納得のいく生活を送りたい
　脱物質主義：�これからは物質的な豊かさよりも、心の豊かさやゆとりある生活をすることに重きをおき

たいと思う
　脱他人志向：他人が自分と異なった考えや生活様式を持っていることが気にならない
　現状維持志向：もっと多くを手にするよりも、これまでに獲得したものを維持することの方が重要である
　自己肯定：自分には、仕事以外で他人に誇れるものがある
　地位競争不安：まごまごしていると、他人に追い越されそうな不安を感じる
　地位喪失不安：うかうかしていると、自分がこれまでに獲得したものを失ってしまいそうな不安を感じる
※「よく当てはまる」「やや当てはまる」の合計


